
神戸市感染症発生動向調査週報
平成31年1月15日 作成 神戸市感染症情報センター

報告定点数 48 ヶ所  第 2週 ～ 平成31年1月13日
インフルエンザ 設置定点数 48 ヶ所

疾病名称 東灘 灘 中央 兵庫 北 長田 須磨 垂水 西 計 ～6ヶ月 ～12ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 ～14歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 80歳～

インフルエンザ 187 69 70 37 237 93 183 334 311 1,521 2 22 69 61 68 85 76 79 114 74 74 273 71 62 95 115 81 45 39 16

報告定点数 31 ヶ所
小児科 設置定点数 31 ヶ所

疾病名称 東灘 灘 中央 兵庫 北 長田 須磨 垂水 西 計 ～6ヶ月 ～12ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 ～14歳 ～19歳 20歳～

ＲＳウイルス感染症 1 1 1 8 5 16 3 7 3 3

咽頭結膜熱 1 3 3 1 8 2 1 3 1 1

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 9 1 5 9 5 6 17 52 1 3 2 4 11 5 4 4 3 12 3

感染性胃腸炎 16 16 6 4 28 17 26 58 18 189 8 25 19 15 18 14 7 12 5 4 25 13 24

水痘 6 1 2 6 2 17 1 1 1 3 4 3 1 3

手足口病 1 1 1 3 1 2

伝染性紅斑 1 1 11 1 3 1 18 2 1 2 2 3 1 5 1 1

突発性発疹 2 2 4 1 3

ヘルパンギーナ 1 1 1

流行性耳下腺炎 1 1 1

報告定点数 10 ヶ所

眼科 設置定点数 10 ヶ所

疾病名称 東灘 灘 中央 兵庫 北 長田 須磨 垂水 西 計 ～6ヶ月 ～12ヶ月 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 ～14歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 70歳～

急性出血性結膜炎 1 1 1

流行性角結膜炎 3 2 5 1 3 1

【定点機関から報告されたその他の感染症情報】 【全国の感染症の状況】
 
　

平成31年1月7日

 インフルエンザの定点あたり患
者数は31.7人となり、本格的な流
行を示す警報レベル(30人以上)を
超えました。報告の大半はインフ
ルエンザA型で、例年と同じよう
な増えかたをしています。また、
市内学校園の学級閉鎖や施設から
の神戸モデル連絡票によるインフ
ルエンザ患者の複数発生の報告も
急増しています。
予防として、手洗い・うがいの励
行や咳エチケットのほか、十分な
湿度（50-60％）を保つことも効
果的です。特に、乾燥しやすい室
内では加湿器などを使い、鼻やの
どの乾燥を防ぎましょう。また、
インフルエンザになった場合は、
マスクを着用し、感染を拡げない
ようにしましょう。

「ILI情報センター」ホームページを開設しています。詳細はこちらをクリック

〔お知らせ〕　バックナンバーは神戸市のホームページからご覧いただけます。

　（内訳）東灘6,灘3,中央3,兵庫3,
            北8,長田3,須磨6,垂水8,西8

　（内訳）東灘4,灘2,中央2,兵庫2,
            北5,長田2,須磨4,垂水5,西5

東灘区○アデノウイルス感染症2例：0歳11か月　男、1歳　女
   　　　○ノロウイルス感染症3例：0歳6か月　男、1歳　男、4歳　男
　　   　○細菌性腸炎（カンピロバクター）1例：8歳　女
北　 区○アデノウイルス感染症4例：1歳　女、3歳　男、3歳　女、5歳　男

※百日咳は、平成30年1月1日から全数報告となりました。

　
  （内訳）東灘1,灘1,中央1,兵庫1,
            北1,長田1,須磨1,垂水1,西2

神戸市　発生動向　〔検索〕

【基幹定点からの報告】 

細菌性髄膜炎1例：50代 女 

インフルエンザによる入院49例：0～4歳 9例、5～9歳 4例、30代 1例 

40代 3例、50代 3例、60代 5例、70代 14例、80代 8例、90代 2例 

（うち、インフルエンザA型12例、インフルエンザB型1例、 

 型別の記載なし36例） 

 ○麻しん 

 三重県内において、昨年末に民間団体が自施設で開催した研修会の参加者から、１名の麻しん患者が発生し、その後の確認によ

り、同研修会の参加者等から三重県内で24名（10代 18名、20代 6名）の麻しん患者が発生しています（1月16日時点）。なお、患者

のワクチン接種歴の内訳は、ワクチン接種歴なしが20名、あり（1回）が4名です。 

  麻しんは約10～12日の潜伏期間の後、発熱、発疹等の症状が現れます。麻しん患者と接触した可能性があり、接触後に麻しんを

疑う症状が出現した際には、医療機関に事前連絡の上、公共交通機関の利用をなるべく避け、マスクを着用して受診しましょう 。 
 ○風しん 

    全国で風しん患者発生の報告が続いています。平成30年第40週（10月1日～10月7日）から平成31年1月13日までに 

 兵庫県では、41例、神戸市では、8例の報告（IgM抗体検査陽性による検査診断例および臨床診断例）がありました。  

 予防接種歴がないもしくは1回の方や罹患歴のない方、抗体価が十分でない方は、予防接種を検討しましょう。 

風しんの発生状況 国立感染症研究所HP 風しん予防接種の助成について 神戸市HP 

（インフルエンザ定点医療機関から報告された迅速キット陽性

※医療機関のみなさまへ 

注意報が発令されたことに伴い、1

月21日（月）から登録医療機関を対

象として「ILI情報センター」ホーム

ページに入院病床の空床情報掲載

を始めます。ご活用ください。 

麻しん患者の発生について 三重県HP 

A　型 B　型

1350 8

A型およびB型

0

https://www.kobe-medical.com/index.html
http://www.city.kobe.lg.jp/life/health/infection/trend/index.html
https://www.niid.go.jp/niid/images/epi/rubella/2019/rubella190109.pdf
http://www.city.kobe.lg.jp/life/health/infection/vaccination/husin-josei.html
http://www.pref.mie.lg.jp/YAKUMUS/HP/m0068000016.htm


 

 
 
 

疾病別・地区別・定点あたり患者数マップ 第 50 週 平成30年12月10日 　～ 第 2 週 平成31年1月13日
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※ このマップは各区の定点報告医療機関の報告数を平均しグラフ化したものです。各区の定点医療機関数 

 は区の人口に合わせて設定しています。すべての医療機関からの報告ではないため、区内の経時的な傾向 

を把握することはできますが、区間の違いを正確に把握できるものではありません。 
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